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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ファン組立体の空気入口を覆うように配置されたフィルタ組立体であって、
　１又は２以上のフィルタ媒体を支持するように配置されたフィルタフレームを備え、前
記フィルタフレームの第１の縁部及び第２の縁部は、前記フィルタフレームの長手方向軸
線に平行であり、前記フィルタフレームの第１の端部及び第２の端部は、前記フィルタフ
レームの前記長手方向に垂直であるとともに前記長手方向軸線に垂直な平面内で円弧状の
断面形状を有し、
　前記フィルタフレームには、前記フィルタフレームの前記第１の縁部上の第１の係合部
材及び前記フィルタフレームの前記第２の縁部上の第２の係合部材が設けられ、
　前記第１の係合部材及び前記第２の係合部材はそれぞれ、前記ファン組立体上に取り付
けられたとき、それぞれの保持組立体に係合されるように構成され、
　前記フィルタフレームの前記第１の縁部上に設けられた前記第１の係合部材は、前記フ
ィルタフレームの第１の端部寄りに配置され、前記フィルタフレームの前記第２の縁部上
に設けられた前記第２の係合部材は、前記フィルタフレームの第２の端部寄りに配置され
ることを特徴とする、フィルタ組立体。
【請求項２】
　前記フィルタフレームは、２回回転対称性を有し、前記フィルタフレームを２つの対向
する配向のいずれかで前記ファン組立体上に保持できることを特徴とする、請求項１に記
載のフィルタ組立体。
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【請求項３】
　前記フィルタフレームの前記第１の係合部材と前記第１の端部との間の距離は、前記フ
ィルタフレームの前記第２の係合部材と前記第２の端部との間の距離に等しいことを特徴
とする、請求項１に記載のフィルタ組立体。
【請求項４】
　前記第１の係合部材及び前記第２の係合部材はそれぞれ、対向する方向に向いた一対の
フックを含むことを特徴とする、請求項１～請求項３のいずれかに記載のフィルタ組立体
。
【請求項５】
　各フックは、近位端に対して角度の付けられた遠位端を有する、前記フィルタフレーム
から延びる突出部を含み、前記遠位端は、前記フィルタフレームの長手方向軸と平行な方
向に延びることを特徴とする、請求項４に記載のフィルタ組立体。
【請求項６】
　フックの各対は、前記フィルタフレームの長手方向軸と平行であり且つ対向する方向に
延びる一対の角度の付いた部分を含む遠位端を有する、前記フィルタフレームから延びる
単一の突出部を含むことを特徴とする、請求項５に記載のフィルタ組立体。
【請求項７】
　前記フィルタフレームには、前記フィルタフレームの第１の側に沿って延びる第１の側
部フランジ、及び前記フィルタフレームの第２の側に沿って延びる第２の側部フランジが
設けられることを特徴とする、請求項１～請求項６のいずれかに記載のフィルタ組立体。
【請求項８】
　前記第１の係合部材は、前記第１の側部フランジ上に設けられ、前記第２の係合部材は
、前記第２の側部フランジ上に設けられることを特徴とする、請求項７に記載のフィルタ
組立体。
【請求項９】
　前記フィルタフレームには、前記フィルタフレームの第１の端部に沿って延びる第１の
端部フランジ、及び前記フィルタフレームの第２の端部に沿って延びる第２の端部フラン
ジが設けられ、前記第１の端部フランジ及び前記第２の端部フランジは、１又は２以上の
フィルタ媒体を支持するように配置されることを特徴とする、請求項１～請求項８のいず
れかに記載のフィルタ組立体。
【請求項１０】
　前記フィルタフレームには、前記フィルタフレームの内周の全体の周りに延びるシール
が設けられることを特徴とする、請求項１～請求項９のいずれかに記載のフィルタ組立体
。
【請求項１１】
　前記フィルタフレームには、前記フィルタフレームの前記内周の全体の周りに延び、前
記シールを受け入れて支持するように配置された凹部が設けられることを特徴とする、請
求項１０に記載のフィルタ組立体。
【請求項１２】
　前記凹部は、前記第１の側部フランジ及び前記第２の側部フランジの両方の内面にわた
り、かつ、前記フィルタフレームの前記第１の端部及び前記第２の端部の両方の内縁にわ
たって延びることを特徴とする、請求項１１に記載のフィルタ組立体。
【請求項１３】
　前記フィルタフレームの第１の端部上に設けられた第１の保持部材と、前記フィルタフ
レームの対向する第２の端部上に設けられた第２の保持部材とをさらに含み、前記第１の
保持部材及び前記第２の保持部材は、前記フィルタ組立体上に取り付けられたとき、シュ
ラウドを解放可能に保持するように配置されることを特徴とする、請求項１～請求項１２
のいずれかに記載のフィルタ組立体。
【請求項１４】
　前記第１の保持部材及び前記第２の保持部材の各々は、前記シュラウド上に設けられた
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対応する貫通孔に係合するように配置された弾性キャッチ又はフックを含むことを特徴と
する、請求項１３に記載のフィルタ組立体。
【請求項１５】
　前記弾性キャッチ又はフックは弾性アームを含み、前記弾性アームの遠位端には傾斜突
出部が設けられ、前記傾斜突出部は、前記弾性アームの前記遠位端に向けて傾斜すること
を特徴とする、請求項１４に記載のフィルタ組立体。
【請求項１６】
　前記フィルタフレームには、前記シュラウドを前記フィルタフレームの上に案内するた
めに前記シュラウド上に設けられた対応するトラック又はチャネル又は溝と協働するよう
に配置された１又は２以上の位置合わせリブが設けられることを特徴とする、請求項１３
～請求項１５のいずれかに記載のフィルタ組立体。
【請求項１７】
　前記１つの位置合わせリブ又は前記各々の位置合わせリブは真っ直ぐであり、前記長手
方向軸線に沿って前記フィルタフレームを二分する長手方向面と平行な方向に延びること
を特徴とする、請求項１６に記載のフィルタ組立体。
【請求項１８】
　前記フィルタフレームには、前記フィルタフレームの両端上に少なくとも１つ位置合わ
せリブが設けられることを特徴とする、請求項１６または請求項１７に記載のフィルタ組
立体。
【請求項１９】
　前記フィルタフレームの前記第１の端部フランジ及び前記第２の端部フランジにはそれ
ぞれ、一対の位置合わせリブが設けられることを特徴とする、請求項１１に従属する場合
の請求項１８に記載のフィルタ組立体。
【請求項２０】
　前記フィルタフレームの前記第１の端部フランジ及び前記第２の端部フランジにはそれ
ぞれ、さらに別の対の位置合わせリブが設けられることを特徴とする、請求項１９に記載
のフィルタ組立体。
【請求項２１】
　前記フィルタ組立体の形状は、実質的に半円筒形であることを特徴とする、請求項１～
請求項２０のいずれかに記載のフィルタ組立体。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、ファン組立体の空気入口の上に取り付けられるように配置されたフィルタ組
立体に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来の家庭用ファンは、典型的には、軸線の周りで回転するように取り付けられた１組
のブレード又はベーンと、空気流を発生させるためにブレードの組を回転させる駆動装置
とを含む。空気流の移動及び循環は、「風冷（ｗｉｎｄ　ｃｈｉｌｌ）」又は微風を作り
出し、結果として、ユーザは、対流及び蒸発により熱が放散するときに冷却効果を体験す
る。ブレードは、一般的に、ケージ内に配置され、それにより、ファンの使用中にユーザ
が回転ブレードに接触するのを防止しながら、空気流がハウジングを通過することが可能
になる。
【０００３】
　特許文献１は、ケージに入れられたブレードを使用せずに、ファン組立体から空気を放
出するファンを説明する。代わりに、ファン組立体は、空気流を基部内に吸い込むための
モータ駆動式インペラを収容する基部と、該基部に接続され、各々がファンから空気流を
放出するための、ノズルの前部に配置された環状出口を含む一連の同心状の環状ノズルと
を含む。各ノズルは、ボア軸線の周りに延びてボアを定め、このボアの周りにノズルが延



(4) JP 6832905 B2 2021.2.24

10

20

30

40

50

びる。
【０００４】
　各ノズルは翼形部の形状であり、従って、ノズルの後部に配置された前縁、ノズルの前
部に配置された後縁、及び前縁と後縁との間を延びる翼弦線を有すると考えることができ
る。特許文献１では、各ノズルの翼弦線は、ノズルのボア軸線と平行である。空気出口は
、翼弦線上に配置され、ノズルから離れるように翼弦線に沿って延びる方向に空気流を放
出するように配置される。
【０００５】
　特許文献２において、ケージに入れられたブレードを使用せずに、ファン組立体から空
気を放出する別のファン組立体が説明される。このファン組立体は、同じく一次空気流を
基部内に吸い込むためのモータ駆動式インペラを収容する円筒形基部と、基部に接続され
、ファンから一次空気流が放出される環状口部／出口を含む単一の環状ノズルとを含む。
ノズルは、口部から放出される一次空気流によりファン組立体の局所環境の空気を引き込
んで一次空気流を増幅させる開口部を定める。ノズルは、コアンダ面を含み、その上に口
部が配置されて一次空気流を誘導する。コアンダ面は、開口部の中心軸線の周りに対称的
に延びるので、ファン組立体により発生する空気流は、円筒形又は切頭円錐形のプロファ
イルを有する環状噴流の形態になる。
【０００６】
　特許文献３も、ファン組立体を説明する。このファン組立体は、基部内に一次空気流を
吸い込むためのモータ駆動式インペラを収容する円筒形の基部と、基部に接続された、フ
ァンから一次空気流を放出する環状空気出口を含む環状ノズルとを含む。ファン組立体は
、空気流から微粒子を除去するためのフィルタを含む。フィルタは、モータ駆動式インペ
ラの上流に設けることができ、この場合、微粒子は、インペラを通過する前に空気流から
除去される。これにより、ファン組立体に吸い込まれて、ファン組立体を損傷させること
がある破片及び埃からインペラが保護される。或いは、モータ駆動式インペラの下流にフ
ィルタを設けることもできる。この構成では、モータ駆動式インペラを通じて吸い込まれ
たあらゆる排気物質を含む空気を、ファン組立体の要素内を通過する前にフィルタ処理し
てきれいにした上でユーザに供給することが可能である。
【０００７】
　特許文献４は、特許文献２及び特許文献３のものと類似したファン組立体を説明する。
このファン組立体には、ファン組立体内に吸い込まれる空気に使用可能な領域を最大にす
るように、ファンの本体の全周囲の周りに延びる空気入口が設けられる。従って、ファン
組立体には、ファンの本体の上に同心状に嵌まり、空気入口から上流にファン本体の全周
囲を取り囲む管状円筒形フィルタ、及び本体上に取り外し可能に取り付けられたノズルも
設けられる。フィルタは、本体又はノズルのいずれにも接続されていないが、本体上に取
り付けられたときにノズルにより適所にしっかりと保持され、ノズルを取り外した後にし
かファン組立体から取り外すことができない。この構成により、ノズルと本体の係合部材
により適所に固定される前に、単にフィルタを本体の上に降下させること、さらに、ノズ
ルを取り外した後、フィルタを本体から容易に取り外し、フィルタの洗浄又は交換を行う
ことができるようになる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００８】
【特許文献１】米国特許第２，４８８、４６７号明細書
【特許文献２】国際公開第２０１０／１００４５１号
【特許文献３】国際公開第２０１０／０４６６９１号
【特許文献４】国際公開第２０１０／１２８７３２号
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００９】
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　本発明の目的は、空気をファン組立体内に吸い込むのに使用可能な領域を依然として最
適にしながら、ファン本体からノズルを取り外す必要なく（例えば、洗浄及び／又は交換
のために）取り外すことができる、ファン組立体の空気入口の上に取り付けられるように
配置されたフィルタ組立体を提供することである。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　そのために、本発明は、ファン組立体の対向する縁部上に設けられ、ファン組立体上に
取り付けられたとき、各々がそれぞれの保持組立体に係合するように配置された一対の係
合部材を含む、ファン組立体の空気入口の上に取り付けられるように配置されたフィルタ
組立体を提供する。一対の係合部材を有するフィルタ組立体を提供することにより、単に
フィルタ組立体をファン本体に横向きに摺動させ、係合部材をそれぞれ対応する保持組立
体に係合させるだけで、フィルタ組立体をファン組立体の本体上に取り付け、保持するこ
とが可能になる。次に、フィルタ組立体を、ノズルを取り外す必要なく、単に係合部材を
保持部材から解放し、ファン本体からから離れるように横向きに持ち上げることにより、
ファン本体から取り外すこともできる。
【００１１】
　本発明は、ファン組立体からフィルタを取り外すためにノズルを取り外す必要性を排除
することにより、ファン組立体のノズル及び／又はノズルのネックが、取り外し可能なノ
ズル内に容易に組み込むことができない構成要素及び／又は機能を組み込むことができる
ようにする。
【００１２】
　第１の態様において、本発明は、ファン組立体の空気入口の上に取り付けられるように
配置されたフィルタ組立体であって、１又は２以上のフィルタ媒体を支持するように配置
されたフィルタフレームを含むフィルタ組立体を提供する。フィルタフレームには、フィ
ルタフレームの第１の縁部上の第１の係合部材及びフィルタフレームの第２の縁部上の第
２の係合部材が設けられ、第１の縁部は第２の縁部の反対側にある。第１の係合部材及び
第２の係合部材はそれぞれ、ファン組立体上に取り付けられたとき、それぞれの保持組立
体に係合するように構成される。フィルタフレームは、２回回転対称性（ｔｗｏ－ｆｏｌ
ｄ　ｒｏｔａｔｉｏｎａｌ　ｓｙｍｍｅｔｒｙ）を有し、フィルタフレームを２つの対向
する配向のいずれかでファン組立体上に保持できることが好ましい。
【００１３】
　好ましくは、フィルタフレームの第１の縁部上に設けられた第１の係合部材は、フィル
タフレームの第１の端部寄りに配置され、フィルタフレームの第２の縁部上に設けられた
第２の係合部材は、フィルタフレームの対向する第２の端部寄りに配置される。フィルタ
フレームの第１の係合部材と第１の端部との間の距離は、フィルタフレームの第２の係合
部材と第２の端部との間の距離に等しい。第１の係合部材は、フィルタフレームの第１の
コーナー部に隣接し、第２の係合部材は、フィルタフレームの正反対の第２のコーナー部
に隣接することができる。
【００１４】
　好ましくは、第１の係合部材及び第２の係合部材はそれぞれ、対向する方向に向いた一
対のフックを含む。各フックは、近位端に対して角度の付けられた遠位端を有する、フィ
ルタフレームから延びる突出部を含み、遠位端は、フィルタフレームの長手方向と平行な
方向に延びる。フックの各対は、フィルタフレームの長手方向軸に平行であり、対向する
方向に延びる一対の角度の付いた部分を含む遠位端を有する、フィルタフレームから延び
る単一の突出部を含むことができる。
【００１５】
　好ましくは、フィルタフレームには、該フィルタフレームの第１の側に沿って延びる第
１の側部フランジ、及びフィルタフレームの第２の側に沿って延びる第２の側部フランジ
が設けられる。より好ましくは、第１の側部フランジは、フィルタフレームの第１の側の
全体に沿って延び、第２の側部フランジは、フィルタフレームの第２の側の全体に沿って
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延びる。これらの側部フランジは、のりを用いてフィルタ媒体をフィルタ組立体の下流側
に密封する表面を提供し、フィルタフレームがファン本体との（例えば、本体上の対応す
るフランジとの）シールを形成し、空気が、フィルタ媒体を通ることなくファン本体内に
又はそこからから漏れるのを防止することを可能にする表面も提供する。次に、第１の係
合部材を第１の側部フランジ上に提供し、第２の係合部材を第２の側部フランジ上に提供
することができる。
【００１６】
　フィルタフレームには、フィルタフレームの第１の端部に沿って延びる第１の端部フラ
ンジ、及びフィルタフレームの第２の端部に沿って延びる第２の端部フランジが設けられ
、第１の端部フランジ及び第２の端部フランジは、１又は２以上のフィルタ媒体を支持す
るように配置される。より好ましくは、第１の端部フランジは、フィルタフレームの第１
の端部の全体の周りに延び、第２の端部フランジは、フィルタフレームの第２の端部の全
体の周りに延びる。これらの端部フランジもまた、のりを用いてフィルタ媒体をフィルタ
組立体の下流側を密封する表面を提供し、フィルタフレームがファンの本体との（例えば
、本体上の対応するフランジとの）シールを形成し、空気が、フィルタ媒体を通ることな
くファン本体内に又はそこからから漏れるのを防止することを可能にする表面を提供し、
かつ、フィルタフレーム上に設けられたフィルタ媒体のための支持も提供する。
【００１７】
　好ましくは、フィルタフレームには、該フィルタフレームの内周／内側に向いた周囲の
全体の周りに延びるシールが設けられる。フィルタフレームには、該フィルタフレームの
内周の全体の周りに延び、シールを受けて支持するように配置された凹部が設けられる。
凹部は、第１の側部フランジ及び第２の側部フランジの両方の内面にわたり、かつ、フィ
ルタフレームの第１の端部及び第２の端部の両方の内縁にわたって延びることができる。
【００１８】
　好ましくは、フィルタ組立体は、フィルタフレームの第１の端部上に設けられた第１の
保持部材と、フィルタフレームの対向する第２の端部上に設けられた第２の保持部材とを
さらに含み、第１の保持部材及び第２の保持部材は、フィルタ組立体上に取り付けられた
とき、シュラウドを解放可能に保持するように配置される。より好ましくは、第１の保持
部材は、フィルタフレームの第１の端部フランジ上に設けられ、第２の保持部材は、フィ
ルタフレームの第２の端部フランジ上に設けられる。
【００１９】
　第１の保持部材及び第２の保持部材の各々は、シュラウド上に設けられた対応する貫通
孔に係合するように配置された弾性キャッチ又はフックを含むことができる。弾性キャッ
チ又はフックは弾性アーム又はタブを含み、弾性タブの遠位端には傾斜突出部が設けられ
、傾斜突出部は、弾性タブの遠位端に向けて傾斜する。好ましくは、弾性アーム又はタブ
は、フィルタフレームを二分する面と平行な方向に延び、傾斜突出部はフィルタフレーム
の端部フランジの外部面／外面から離れるように突出する／延びる。
【００２０】
　好ましくは、フィルタフレームには、シュラウド上に設けられた対応するトラック又は
チャネル又は溝と協働してシュラウドをフィルタフレームの上に案内するように配置され
た、１又は２以上の位置合わせリブが設けられる（すなわち、シュラウド保持部材の各々
は、それぞれのシュラウド保持貫通孔に係合する）。好ましくは、その又は各々の位置合
わせリブは真っ直ぐであり、フィルタフレームを二分する長手方向面と平行な方向に延び
る。従って、その又は各々の位置合わせリブは、フィルタフレームの長手方向軸に対して
垂直である。
【００２１】
　フィルタフレームには、該フィルタフレームの両端上に少なくとも１つ位置合わせリブ
を提供することができる。次に、フィルタフレームの第１の端部フランジ及び第２の端部
フランジにはそれぞれ、一対の位置合わせリブを提供することができる。次に、位置合わ
せリブは、フランジの外部面／外面から離れるように突出し／延び、これに沿って延びる
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。好ましくは、位置合わせリブの対の第１のものは、フランジの第１の端部寄りに設けら
れ、位置合わせリブの対の第２のものは、フランジの反対の第２の端部寄りに設けられる
。
【００２２】
　好ましくは、フィルタフレームの第１の端部フランジ及び第２の端部フランジにはそれ
ぞれ、さらに別の対の位置合わせリブが設けられる。位置合わせリブの第２の対の各々は
、端部フランジ上に設けられた係合部材の両側上に提供することができる。
【００２３】
　好ましくは、フィルタ組立体の形状は、実質的に半円筒形である。フィルタ組立体は、
略円筒形ファン本体の周囲／外面の部分を覆うように構成された部分的な管の形状を有す
ることができる。従って、フィルタフレームの縁部は、フィルタフレームの長手方向軸と
平行とすることができ、フィルタフレームの端部は、フィルタフレームの長手方向軸と垂
直であり、長手方向軸と垂直な面における弧状断面を有する。
　ここで、添付図面を参照して、単なる例として本発明の実施形態を説明する。
【図面の簡単な説明】
【００２４】
【図１ａ】ファン組立体の実施形態の正面図である。
【図１ｂ】図１ａのファン組立体の右側面図である。
【図２】図１ａの線Ａ－Ａに沿って取られた右側断面図である。
【図３】図２の断面図の一部の拡大図である。
【図４】図１ａ及び図１ｂのファン組立体の主本体セクションの斜視図である。
【図５ａ】図１ａ及び図１ｂのファン組立体のフィルタ組立体の分解図である。
【図５ｂ】図５ａのフィルタ組立体の後面斜視図である。
【図６】図１ａ及び図１ｂのファン組立体の有孔シュラウドの後面斜視図である。
【図７ａ】図１ａ及び図１ｂのファン組立体の保持組立体の正面分解図である。
【図７ｂ】図７ａの保持組立体の後面展開図である。
【図７ｃ】図７ａの保持組立体の後面図及び保持組立体の双安定キャッチの拡大図である
。
【図８】保持組立体の１つの切り欠き図である。
【発明を実施するための形態】
【００２５】
　ここで、従来のファン組立体のものに優る幾つかの利点をもたらす、１又は２以上のフ
ィルタ組立体、及びフィル組立体を保持し解放するための機構を含むファン組立体の清浄
化について説明する。本明細書で使用される場合、「ファン組立体」という用語は、熱的
快適性及び／又は環境若しくは気候制御のために空気流を発生させ、運ぶように構成され
たファン組立体を指す。こうしたファン組立体は、除湿空気流、加湿空気流、清浄化空気
流、フィルタ処理空気流、冷却空気流、及び加熱空気流の１又は２以上を発生させること
が可能である。
【００２６】
　ファン組立体は、本体又はスタンドと、ファン本体内に収容され、空気流を発生させる
ように配置されたモータ駆動式インペラと、ファン本体上に取り付けられ、ファン本体に
より支持されるノズルとを含み、ノズルは、ファン本体から空気流を受け取り、空気流を
ファン組立体から放出するように配置される。ファン本体には、空気が本体に入る（すな
わち、モータ駆動式インペラにより、空気をファン本体内に吸い込む）一対の空気入口が
設けられる。具体的には、ファン本体には、第１の空気入口及び第２の空気入口が設けら
れ、第１の空気入口及び第２の空気入口は、対向するファン本体の半体（ｈａｌｆ）上に
ある。
【００２７】
　次に、ファン組立体は、各々が１又は２以上のフィルタ媒体を支持するフィルタフレー
ムを含み、それぞれ、空気入口のそれぞれのものにわたってファン本体上に取り付けられ
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るように配置された２つの別個のフィルタ組立体をさらに含む。従って、フィルタ組立体
は、ファン本体の空気入口に対して上流に配置される。好ましくは、２つのフィルタフレ
ームは同一であり、従って、交換可能である。
【００２８】
　次に、ファン組立体には、協働して２つのフィルタ組立体をファン本体上に解放可能に
保持する一対の保持組立体が設けられる。そのために、ファン本体は、第１のフィルタフ
レームの第１の縁部に隣接した第１のフィルタフレーム及び第２のフィルタフレームの第
１の縁部に隣接した第２のフィルタフレームの両方に解放可能に係合するように構成され
た第１の保持組立体と、第１のフィルタフレームの第２の縁部に隣接した第１のフィルタ
フレーム及び第２のフィルタフレームの第２の縁部に隣接した第２のフィルタフレームの
両方に解放可能に係合するように構成された第２の保持組立体とを含む。第１のフィルタ
フレームの第１の縁部は、第１のフィルタフレームの第２の縁部の反対側にあり、第２の
フィルタフレームの第１の縁部は、第２のフィルタフレームの第２の縁部の反対側にある
。
【００２９】
　図１ａ及び図１ｂは、自立型環境制御ファン組立体１０００の実施形態の外観図であり
、図２は、図１ａの線Ａ－Ａを通る断面図を示す。次に、図３は、図１ａ及び図１ｂに示
されるファン組立体１０００の本体１１００の拡大断面図を示す。
【００３０】
　図２及び図３に示されるように、本体１１００は、実質的に円筒形の下部本体セクショ
ン１１２０上に取り付けられた実質的に円筒形の主本体セクション１１１０を含む。主本
体セクション１１１０は、下部本体セクション１１２０より外径が小さい。主本体セクシ
ョン１１１０は、該主本体セクション１１１０の下端部から離れるように半径方向／垂直
方向に延びる下部環状フランジ１１１１を有する。下部環状フランジ１１１１の外縁は、
下部本体セクション１１２０の外面と実質的に同一平面上にある。次に、取り外し可能な
フィルタ組立体１３００が、主本体セクション１１１０上に取り付けられ、主本体セクシ
ョン１１１０の下部環状フランジ１１１１上に載る。この実施形態において、主本体セク
ション１１１０は、該主本体セクション１１１０の反対側の上端部から半径方向／垂直方
向に離れるように延びる上部環状フランジ１１１２をさらに含む。次に、上部環状フラン
ジ１１１２の外縁は、主本体セクション１１１０の上端部に接続するノズル１２００の基
部／ネック部１２５０の外部面（ｅｘｔｅｒｎａｌ　ｓｕｒｆａｃｅ）と実質的に同一平
面である。
【００３１】
　図３及び図４に示されるように、主本体セクション１１１０は、ファン組立体１０００
の種々の構成要素を収容する有孔円筒形ハウジング１１１９を含む。有孔ハウジング１１
１９は、ファン組立体１０００の本体１１００の空気入口１１３０ａ、１１３０ｂとして
働く２つの別個のアパーチャのアレイを含む。ファン組立体１０００の第１の空気入口１
１３０ａは、主本体セクション１１１０の長さ／高さ全体にわたって延びる円筒形ハウジ
ング１１１９の第１の半体／部分上に設けられる第１のアパーチャ・アレイによって提供
され、ファン組立体１０００の第２の入口１１３０ｂは、主本体セクション１１１０の長
さ／高さ全体にわたって延びる円筒形ハウジング１１１９の第２の半体／部分上に設けら
れる第２のアパーチャ・アレイによって提供される。或いは、空気入口１１３０ａ、１１
３０ｂの各々は、主本体セクション１１１０内に形成された窓内に取り付けられた１又は
２以上のグリル又はメッシュを含むことができる。
【００３２】
　次に、フィルタ組立体１３００が、主本体セクション１１１０の空気入口１１３０ａ、
１１３０ｂの各々の上流に配置され、その結果、インペラ１１５０により主本体セクショ
ン１１１０内に吸い込まれる空気は、主本体セクション１１１０に入る前にフィルタ処理
される。このフィルタ組立体１３００は、ファン組立体１０００に損傷をもたらす可能性
のある、あらゆる微粒子を除去する役目を果たし、ノズル１２００から放出された空気に
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粒子状物質がないことも保証する。さらに、このフィルタ組立体１３００は、健康を害す
るものになり得るものから種々の化学物質を除去する役目も果たすので、ノズル１２００
から放出された空気が清浄化される。主本体セクション１１１０の上端部は、一次空気流
が本体１１００から排出される換気口／開口部１１１５を収容できるように開いている。
【００３３】
　下部本体セクション１１２０は、主本体セクション１１１０内に収容されるもの以外の
ファン組立体１０００の構成要素を収容する更に別のハウジングを含む。下部本体セクシ
ョン１１２０は、ファン組立体１０００が配置される表面に係合する基部１１４０上に取
り付けられる。具体的には、基部１１４０は、ノズル１２００が基部１１４０に対して一
番上となる表面上に配置されたとき、ファン組立体１０００を支持する。この実施形態に
おいて、下部本体セクション１１２０は、パン・ピニオン（図示せず）に係合するパン駆
動ギア（図示せず）を収容する。パン・ピニオンは、主本体セクション１１１０の底部内
に収容される振動モータ１１６０により駆動される。従って、振動モータ１１６０による
パン・ピニオンの回転により、主本体セクション１１１０が、下部本体セクション１１２
０に対して回転する。電力をファン組立体１０００に供給するための主電源ケーブル（図
示せず）が、下部本体セクション１１２０内に形成されたアパーチャ１１２１を通って延
びる。次に、ケーブルの外部端部は、主電源への接続のためにプラグに接続される。
【００３４】
　主本体セクション１１１０は、一次空気流を、空気入口１１３０ａ、１１３０ｂを通じ
て本体１１００内に吸い込むためのインペラ１１５０を収容する。好ましくは、インペラ
１１５０は、混合流インペラの形態である。インペラ１１５０は、モータ１１５２から外
方に延びる回転シャフト１１５１に接続される。図２及び図３に示される実施形態におい
て、モータ１１５２は、ユーザにより与えられる制御入力に応答して、主制御回路１１７
０により変えられる速度を有するＤＣブラシレス・モータである。モータ１１５２は、下
部部分１１５３ｂに接続された上部部分１１５３ａを含むモータバケット１１５３内に収
容される。モータバケットの上部部分１１５３ａは、湾曲したブレードを有する環状ディ
スクの形態のディフューザ１１５３ｃをさらに含む。
【００３５】
　モータバケット１１５３は、主本体セクション１１１０内に取り付けられたインペラハ
ウジング１１５４内に配置され、その上に取り付けられる。インペラハウジング１１５４
は、略切頭円錐状のインペラ壁１１５４ａと、インペラ壁１１５４ａ内に配置されたイン
ペラシュラウド１１５４ｂとを含む。インペラ１１５０、インペラ壁１１５４ａ及びイン
ペラシュラウド１１５４ｂは、インペラ１１５０が、インペラシュラウド１１５４ｂの内
面の近くにあるが、これに接触しないような形状にされる。次に、一次空気流をインペラ
ハウジング１１５４内に案内するように、実質的に環状の入口部材１１５５をインペラハ
ウジング１１５４の底部に接続する。
【００３６】
　図２及び図３に示される実施形態において、一次空気流が本体１１００から排出される
換気口／開口部１１１５が、モータバケット１１５３ａの上部部分及びインペラ壁１１５
４ａにより定められる。次に、可撓性シール部材１１５６が、インペラハウジング１１５
４と主本体セクション１１２０との間に取り付けられる。可撓性シール部材１１５６は、
空気が、インペラハウジング１１５４の外面の周りを入口部材１１５５へと通るのを防止
する。シール部材１１５６は、ゴムで形成された環状リップシールを含むことが好ましい
。
【００３７】
　ノズル１２００は、一次空気流が本体１１００を出る換気口１１１５の上に主本体セク
ション１１１０の上端部上に取り付けられる。ノズル１２００は、主本体セクション１１
１０の上端部に接続するネック部／基部１２５０を含み、本体１１００から一次空気流を
受け取るための空気入口１２４０を提供する開いた下端部を有する。次に、ノズル１２０
０の基部１２５０の外部面は、主本体セクション１１１０の上部環状フランジ１１１２の
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外縁と実質的に同一平面である。従って、基部１２５０は、主本体セクション１１１０の
上面１１１２上に設けられたファン組立体１０００のあらゆる構成要素を覆う／封入する
ハウジングを含む。
【００３８】
　図２及び図３に示される実施形態において、主制御回路１１７０が、主本体セクション
１１１０の上端部から離れるように半径方向に延びる上部環状フランジ１１１２の上面上
に取り付けられる。従って、主制御回路１１７０は、ノズル１２００の基部１２５０内に
収容される。さらに、電子ディスプレイ１１８０も、主本体セクション１１１０の上部環
状フランジ１１１２上に取り付けられ、従って、ノズル１２００の基部１２５０内に収容
され、ディスプレイ１１８０は、基部１２５０内に設けられた開口部又は少なくとも部分
的に透明な窓を通して視認可能である。随意的に、１又は２以上の付加的な電子部品を上
部環状フランジ１１１２の上面上に取り付け、従って、ノズル１２００の基部１２５０内
に収容することができる。例えば、これらの付加的な電子部品は、Ｗｉ－Ｆｉ、Ｂｌｕｅ
ｔｏｏｔｈ（登録商標）等のような１又は２以上の無線通信モジュール、及び赤外線セン
サ、埃センサ等のような１又は２以上のセンサ、並びにあらゆる関連した電子機器とする
ことができる。次に、あらゆるそのような付加的な電子部品を主制御回路１１７０に接続
することもできる。
【００３９】
　ノズル１２００は、空気をノズル１２００の空気入口１２４０からノズル１２００の少
なくとも１つの空気出口１２１０に運ぶための内部通路１２３０を含む。従って、ノズル
１２００は、内部通路１２３０を定める１又は２以上のケーシングセクション１２６０を
含む。これらのケーシングセクション１２６０は、ノズル１２００の空気出口１２１０を
形成する少なくとも１つのスロット１２２０を定める又はこれを備える。モータ駆動式イ
ンペラ１１５０によりファン組立体１０００を通して引き込まれ、ファン組立体１０００
の空気出口１２１０から放出される空気流は、以下、一次空気流と呼ばれる。ノズル１２
００は、中央／内部開口部／ボア１５００も定める。従って、ノズル１２００は、ボア１
５００の周りに延び、これを取り囲むループを形成する。空気出口１２１０から放出され
る一次空気流のいずれの部分も、ファン組立体１０００の外部から空気を同伴し、その結
果、空気はボア１５００を通して引き込まれ、この同伴空気は、ここでは二次空気流と呼
ばれる。従って、一次空気流は、同伴二次空気流と結合してノズルの前部から前方に放出
される結合又は増幅空気流を形成する。従って、ノズル１２００は、一次空気流及び同伴
二次空気流の両方をユーザに供給する増幅器として働く。
【００４０】
　図１ａ、図１ｂ及び図２に示される実施形態において、ノズル１２００は、多くの場合
スタジアム形状と呼ばれる細長い環状形状を有し、高さがその幅より大きい細長い開口部
１５００を定める。従って、ノズル１２００は、各々が開口部１５００のそれぞれの細長
い側に隣接する２つの比較的真っ直ぐなセクション１２０１、１２０２と、真っ直ぐなセ
クション１２０１、１２０２の上端部に接合する上部湾曲セクション１２０３と、真っ直
ぐなセクション１２０１、１２０２の下端部に接合する下部湾曲セクション１２０４とを
含む。
【００４１】
　上述のように、ファン組立体１０００は、各々が、主本体セクション１１１０の対向す
る半体上に設けられた空気入口１１３０ａ、１１３０ｂの１つの上に配置され、それを覆
うように構成された２つの別個のフィルタ組立体１３００ａ、１３００ｂを含む。従って
、各フィルタ組立体１３００は、半円筒／管の形状を有し、従って、主本体セクション１
１１０の上に同心状に配置し、主本体セクション１１１０の下部環状フランジ１１１１上
に載るようにすることができる。言い換えれば、各フィルタ組立体１３００は、略円筒形
の主本体セクション１１１０の周囲／外面の一部を覆うように構成された部分的な管の形
状を有する。従って、図４は、フィルタ組立体１３００ｂの一方が取り外され、フィルタ
組立体１３００ａの他方が主本体セクション１１１０の裏側に取り付けられ、有孔シュラ
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ウド１４００ａがフィルタ組立体１３００ａの外面に取り付けられた状態の、ファン組立
体１０００の主本体セクション１１１０の斜視図を示す。
【００４２】
　図５ａは、図１乃至図４のファン組立体と共に使用するのに適したフィルタ組立体１３
００の実施形態の分解図を示す。この実施形態において、各フィルタ組立体１３００は、
１又は２以上のフィルタ媒体を支持するフィルタフレーム１３１０を含む。図５ａに示さ
れる実施形態において、各フィルタフレーム１３１０は、実質的に、フィルタフレーム１
３１０の長手方向軸と平行な２つの真っ直ぐな側と、フィルタフレーム１３１０の長手方
向軸に垂直な２つの湾曲した端部とを備えた半円筒形の形状を有する。１又は２以上のフ
ィルタ媒体は、フィルタフレーム１３１０により定められる表面積を覆うように配置され
る。
【００４３】
　フィルタフレーム１３１０には、フィルタフレーム１３１０の第１の湾曲端部から離れ
るように半径方向／垂直方向に延びる第１の端部フランジ１３１１、及び反対側のフィル
タフレーム１３１０の第２の湾曲端部から離れるように半径方向／垂直方向に延びる第２
の端部フランジ１３１２が設けられる。次に、各フィルタフレーム１３１０には、第１の
端部フランジ１３１１の第１の端部から第２の端部フランジ１３１２の第１の端部まで、
フィルタフレーム１３１０の第１の側から離れるように垂直方向に延びる第１の側部フラ
ンジ１３１３、及び第１の端部フランジ１３１１の第２の端部から第２の端部フランジ１
３１２の第２の端部まで、フィルタフレーム１３１０の第２の側から離れるように垂直方
向に延びる第２の側部フランジ１３１４も設けられる。第１の端部フランジ１３１１、第
２の端部フランジ１３１２、第１の側部フランジ１３１３及び第２の側部フランジ１３１
４は、互いに一体形成され、それにより、フィルタフレーム１３１０の全周囲の周りに延
びるリッジ又はリムを形成する。フランジ１３１１～１３１４は、フィルタ媒体を密封す
ることができる（例えば、フィルタ組立体１３１０の下流側にのりを用いて）表面を提供
し、また、フィルタフレーム１３１０が、ファン組立体１０００の主本体１１１０とシー
ルを形成し（例えば、主本体セクション１１１０上の対応するフランジと）、空気が、フ
ィルタ媒体を通らずにファン本体１１００内に又はそこから漏れるのを防止することも可
能になる。
【００４４】
　図５ｂに示されるように、各フィルタ組立体１３００は、主本体セクション１１１０と
係合して、空気がフィルタ組立体１３００の縁部の周りを通り主本体セクション１１２０
の空気入口１１１０へと移動するのを防止するように、フィルタフレーム１３１０の内周
の全体の周りに設けられた可撓性シール１３３０をさらに含む。可撓性フィルタシール１
３３０は、好ましくは、実質的に弧状ワイパ又はリップシールの形状をとる下部及び上部
湾曲シールセクションを含み、下部シールセクションの各端部は、各々が実質的にワイパ
又はリップの形態をとる２つの真っ直ぐなシールセクションによって、上部シールセクシ
ョンの対応する端部に接続される。従って、上部及び下部湾曲シールセクションは、主本
体セクション１１１０の上部及び下部湾曲端部に接触するように配置され、一方、真っ直
ぐなシールセクションは、主本体セクション１１１０から離れるように垂直方向に延びる
２つの正反対の長手方向フランジ１１１３、１１１４の一方又は他方に接触するように配
置される。好ましくは、フィルタフレーム１３１０には、該フィルタフレーム１３１０の
内周の全体の周りに延び、シール１３３０を受けて支持するように配置された凹部（図示
せず）が設けられる。示される実施形態において、この凹部は、第１の側部フランジ１３
１３及び第２の側部フランジ１３１４の両方の内面にわたって、及び、フィルタフレーム
１３１０の第１の端部及び第２の端部の両方の内縁にわたって延びる。
【００４５】
　次に、１又は２以上のフィルタ媒体１３２１、１３２２が、第１及び第２のフランジ１
３１１、１３１２と第１及び第２の側部フランジ１３１３、１３１４との間の領域にわた
って延びるフィルタフレーム１３１０の凸状外面上に支持される。示される実施形態にお



(12) JP 6832905 B2 2021.2.24

10

20

30

40

50

いて、各フィルタ組立体１３００ａ、１３００ｂは、フィルタフレーム１３１０の外面上
に取り付けられた外側メッシュ層１３２２で覆われた粒子状フィルタ媒体層１３２１を含
む。随意的に、次に、１又は２以上の更に別のフィルタ媒体１３２３を、フィルタフレー
ム１３１０の凹状内面内に配置することができる。例えば、これらの更に別のフィルタ媒
体は、どちらもフィルタフレーム１２１０の内面内に配置された、第２の化学フィルタ媒
体層で覆われた第１の化学フィルタ媒体層を含むことができる。これらの更に別のフィル
タ媒体１３２３は、フィルタフレーム１３１０の凹状内面上に取り付けること及び／又は
支持することが可能であり、又は代替的に、主本体セクション１１１０に取り付け、各フ
ィルタ組立体１３００ａ、１３００ｂの下の主本体セクション１１１０の下部環状フラン
ジ１１１１上に載ることも可能である。いずれの場合も、フィルタフレーム１３１０は、
フィルタ組立体１３００が主本体セクション１１１０の上に取り付けられたとき、これら
のさらに別のフィルタ媒体１３２３を収容できる、フィルタフレーム１３１０の凹状内面
内の空間を定めるように形成される。
【００４６】
　図４に示されるように、次に、主本体セクション１１１０上に配置されたときにフィル
タ組立体１３００を覆うように、有孔シュラウド１４００が、フィルタフレーム１３１０
に解放可能に同心状に取り付けられる。図６は、実質的に半円筒形の形状であるこうした
有孔シュラウド１４００の斜視図を示す。従って、有孔シュラウド１４００は、該有孔シ
ュラウド１４００の長手方向軸に垂直な２つの湾曲端部１４０１、１４０２と、有孔シュ
ラウド１４００の長手方向軸に平行な２つの真っ直ぐな縁部１４０３、１４０４とを有す
る。有孔シュラウド１４００はそれぞれ、シュラウド１４００を通る空気入口１４０５を
提供するアパーチャのアレイを含む。或いは、シュラウド１４００の空気入口１４０５は
、シュラウド１４００の窓内に取り付けられた１又は２以上のグリル又はメッシュを含む
ことができる。本発明の範囲内で代替的な空気入口アレイのパターンが考えられることも
明らかであろう。フィルタフレーム上に取り付けられたとき、シュラウド１４００は、例
えば輸送中に、フィルタ媒体１３２１～１３２４を損傷から保護し、フィルタ組立体１３
００を覆っている視覚的に魅力的な外面も提供し、この外面はファン組立体１０００の外
観全体と一致する。シュラウド１４００の空気入口１４０５を定めるアパーチャのアレイ
は、大きい粒子が、フィルタ組立体１３００を通過し、フィルタ媒体１３２１～１３２４
を塞ぎ、又は他の方法で損傷するのを防止するような大きさにされる。
【００４７】
　各有孔シュラウド１４００をそれぞれのフィルタフレーム１３１０に解放可能に取り付
けるために、有孔シュラウドには、該有孔シュラウド１４００の第１の湾曲端部１４０１
から離れるように半径方向／垂直方向に延びる第１の端部フランジ１４１１、及び反対側
の有孔シュラウド１４００の第２の湾曲端部１４０２から離れるように半径方向／垂直方
向に延びる第２の端部フランジ１４１２が設けられる。有孔シュラウド１４００の第１の
端部フランジ１４１１及び第２の端部フランジ１４１２は、フィルタフレーム１３１０の
端部フランジ１３１１、１３１２の上を摺動するように配置されるので、有孔シュラウド
１４００はフィルタフレーム１３１０上に支持される。次に、有孔シュラウド１４００の
第１の端部フランジ１４１１及び第２の端部フランジ１４１２は、それぞれ、フィルタフ
レーム１３１０の端部フランジ上に設けられた対応するシュラウド保持部材１３４０ａ、
１３４０ｂに解放可能に係合するように構成された貫通孔１４２０ａ、１４２０ｂを有す
るように形成される。
【００４８】
　図５ｂに示されるように、第１のシュラウド保持部材１３４０ａは、フィルタフレーム
１３１０の第１の端部フランジ１３１１上に設けられ、第２のシュラウド保持部材１３４
０ｂは、フィルタフレーム１３１０の対向する第２の端部フランジ１３１２上に設けられ
る。第１のシュラウド保持部材１３４０ａ及び第２のシュラウド保持部材１３４０ｂはそ
れぞれ、シュラウド１４００上に設けられる対応する貫通孔１４２０ａ、１４２０ｂに係
合するように配置された弾性キャッチ又はフックを含む。フィルタフレーム１３１０の各
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端部フランジ１３１１、１３１２上に設けられた弾性キャッチ又はフックは、フィルタフ
レーム１３１０を二分する面に平行な方向に延びる弾性アーム／タブ１３４１を含む。次
に、弾性アーム／タブ１３４１の遠位端には、フランジ１３１１、１３１２の外部面／外
面から離れるように突出する／延びる傾斜突出部１３４２が設けられ、弾性アーム／タブ
１３４１の遠位端に向けて下向きに傾斜する。
【００４９】
　シュラウド１４００がフィルタフレーム１３１０の上に摺動されると、傾斜突出部１３
４２は、シュラウド１４００の端部フランジ１３１１、１３１２に接触し、それにより、
弾性アーム／タブ１３４１を強制的に下向きに湾曲させる／撓ませる。次に、シュラウド
１４００がフィルタフレーム１３１０の上で十分に離れたところにある場合、傾斜突出部
１３４２は、シュラウド１４００の端部フランジ１４１１、１４１２上に設けられた貫通
孔１４２０ａ、１４２０ｂに入るので、弾性アーム／タブ１３４１は、その元の湾曲して
いない構成に自由に戻ることができ、傾斜突出部１３４２は、貫通孔１４２０ａ、１４２
０ｂを通って延びる。ユーザがシュラウド１４００をフィルタフレーム１３１０から分離
したいと願う場合、各傾斜突出部１３４２に下向きの力を印加し、同時に、シュラウド１
４００をフィルタフレーム１３１０から離れるように摺動し始める。下向きの力により、
弾性アーム／タブ１３４１は、下向きに湾曲し／撓み、貫通孔１４２０ａ、１４２０ｂと
の係合から外れ、次に、シュラウド１４００は、フィルタフレーム１３１０から自由に滑
り落ちることができる。
【００５０】
　シュラウド１４００のフィルタフレーム１３１０の上への取り付けを支援するために、
シュラウド１４００をフィルタフレーム１３００の上に案内するように、フィルタフレー
ム１３１０の第１の端部フランジ１３１１及び第２の端部フランジ１３１２が、シュラウ
ド１４００上に設けられた対応するトラック又はチャネル又は溝１４３１、１４３２と協
働するようにそれぞれが配置された位置合わせリブ１３５１、１３５２を有した状態で形
成され、シュラウド保持部材１３４０の各々が、それぞれのシュラウド保持貫通孔１４２
０ａ、１４２０ｂに係合する。各位置合わせリブ１３５１、１３５２は、真っ直ぐであり
、フィルタフレーム１３１０を二分する長手方向面と平行であり（すなわち、シュラウド
１４００がフィルタフレーム１３１０上で滑り、そこから滑り落ちる方向と平行であり）
、従って、フィルタフレーム１３１０の長手方向軸に垂直である方向に延びる。
【００５１】
　示される実施形態において、フィルタフレーム１３１０の第１の端部フランジ１３１１
及び第２の端部フランジ１３１２は、該フランジ１３１１、１３１２の外部面／外面から
離れるように突出し／延び、これに沿って延びる第１の対の位置合わせリブ１３５１を有
するように形成され、位置合わせリブ１３５１の対の第１のものは、フランジの第１の側
に隣接して設けられ、位置合わせリブ１３５１の対の第２のものは、フランジの第２の側
に隣接して設けられる。次に、シュラウド１４００は、一対の対応する溝又はチャネル１
４３１を有するように形成され、溝又はチャネルの対の各々は、位置合わせリブ１３５１
の第１の対の１つに対応する。これらの溝又はチャネル１４３１は、内端部１４３１ａか
ら口部１４３１ｂまで外方にテーパし、これを通って、位置合わせリブ１３５１の第１の
対の１つが溝／チャネル１４３１に入る（すなわち、滑り込む）。従って、口部１４３１
ｂは、チャネル１４３１の内端部１４３１ａより大きく、それにより、各リブ１３５１を
対応するチャネル／溝１４３１の口部１４３１ｂと位置合わせするのが容易になり、次に
、溝／チャネル１４３１のテーパにより、リブ１３５１が、内端部１４３１ａ及びシュラ
ウド１４００が位置合わせされる位置に向けて案内され、その結果、貫通孔１４２０ａ、
１４２０ｂは、フィルタフレーム１３１０の対応するフランジ１３１１、１３１２上に設
けられたシュラウド保持部材１３４０に係合する。
【００５２】
　フィルタフレーム１３１０の第１の端部フランジ１３１１及び第２の端部フランジ１３
１２はまた、フランジ１３１１、１３１２の外部面／外面から離れるように突出し／延び
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、これに沿って延びる第２の対の位置合わせリブ１３５２を有するようにも形成され、位
置合わせリブ１３５２の第２の対の各々は、フランジ１３１１、１３１２上に設けられた
シュラウド保持部材１３４０の両側に設けられる。次に、シュラウド１４００は、貫通孔
１４２０の周りにシュラウドフランジ１４１１、１４１２の内面内に延びる１つの更に別
の溝又はチャネル１４３２を有するように形成される。この更に別の溝又はチャネル１４
３２もまた、内端部１４３２ａから口部１４３２ｂまで外方にテーパし、これを通って、
位置合わせリブ１３５２の第２の対の両方とも溝／チャネル１４３２に入る（すなわち、
滑り込む）。従って、口部１４３２ｂは、チャネル１４３２の内端部１４３２ａより大き
く、それにより、第２の対の位置合わせリブ１３５２を更に別のチャネル／溝１４３２の
口部１４３２ｂと位置合わせするのが容易になり、次に、更に別の溝／チャネル１４３２
のテーパにより、第２の対の位置合わせリブ１３５２が、内端部１４３２ａ及びシュラウ
ド１４００が位置合わせされる位置に向けて案内され、その結果、貫通孔１４２０ａ、１
４２０ｂは、フィルタフレーム１３１０の対応するフランジ１３１１、１３１２上に設け
られたシュラウド保持部材１３４０に係合する。
【００５３】
　図５ｂに示されるように、各フィルタフレーム１３１０には、２つの係合部材１３７１
ａ、１３７１ｂが設けられる。第１の係合部材１３７１ａは、フィルタフレーム１３１０
の第１の縁部１３１３上に設けられ、第２の係合部材１３７１ａは、フィルタフレーム１
３１０の対向する第２の縁部１３１４上に設けられ、第１の係合部材１３７１ａは、第１
の保持組立体１５００ａに係合するように構成され、第２の係合部材１３７１ｂは、第２
の保持組立体１５００ｂに係合するように構成される。具体的には、フィルタフレーム１
３１０の第１の縁部１３１３は、フィルタフレーム１３１０の真っ直ぐな側の第１のもの
の上に設けられ、一方、フィルタフレーム１３１０の第２の縁部１３１４は、フィルタフ
レーム１３１０の真っ直ぐな側の第２のものの上に設けられ、これらの２つの真っ直ぐな
側は、フィルタフレーム１３１０の長手方向軸と平行である。従って、第１の係合部材１
３７１ａ及び第２の係合部材１３７１ｂは、フィルタフレーム１３１０の真っ直ぐな側か
ら離れるように垂直方向に突出する。
【００５４】
　示される実施形態において、フィルタフレーム１３１０の第１の縁部１３１３上に設け
られた第１の係合部材１３７１ａは、フィルタフレーム１３１０の第１の端部１３１１寄
りに配置され、フィルタフレーム１３１０の第２の縁部１３１４上に設けられた第２の係
合部材１３７１ｂは、フィルタフレーム１３１０の対向する第２の端部１３１２寄りに配
置される。フィルタフレーム１３１０の第１の係合部材１３７１ａと第１の端部１３１１
との間の距離は、フィルタフレーム１３１０の第２の係合部材１３７１ｂと第２の端部１
３１２との間の距離に等しい。従って、第１の係合部材１３７１ａは、フィルタフレーム
１３１０の第１のコーナー部に隣接し、第２の係合部材１３７１ｂは、フィルタフレーム
１３１０の正反対の第２のコーナー部に隣接する。具体的には、フィルタフレーム１３１
０は実質的に半円筒形の形状を有するので、フィルタフレーム１３１０の第１の係合部材
１３７１ａは、フィルタフレーム１３１０の湾曲した上端部寄りにフィルタフレーム１３
１０の第１の真っ直ぐな縁部上に配置され、一方、フィルタフレーム１３１０の第２の係
合部材１３７１ｂは、フィルタフレーム１３１０の湾曲した底端部寄りにフィルタフレー
ム１３１０の第２の真っ直ぐな縁部上に配置される。
【００５５】
　第１の係合部材１３７１ａ及び第２の係合部材１３７１ｂはそれぞれ、フィルタフレー
ム１３１０がファン組立体１０００上に取り付けられるとき、ファン組立体１０００の保
持組立体１５００に係合するように構成される。示される実施形態において、第１及び第
２の係合部材１３７１ａ、１３７１ｂはそれぞれ、反対の方向を向いた一対のフックを含
む。各フックは、近位端に対して角度が付けられた遠位端１３７３を有する、フィルタフ
レームから延びる突出部１３７２を含み、遠位端１３７３は、フィルタフレーム１３１０
の長手方向軸と平行な方向に延びる。特に、フックの各対は、フィルタフレーム１３１０
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の長手方向軸と平行であり、反対方向に延びる一対の角度の付いた部分を含む遠位端１３
７３を有する、フィルタフレーム１３１０から延びる単一の突出部１３７２を含む。言い
換えれば、第１及び第２の係合部材１３７１ａ、１３７１ｂはそれぞれ、フィルタフレー
ム１３１０の水平方向縁部から延びる略Ｔ形状突出部を含み、フックの対は、Ｔ形状突出
部の遠位端により提供される。従って、第１及び第２の係合部材１３７１ａ、１３７１ｂ
はそれぞれ、２回回転対称性を有する。
【００５６】
　従って、フィルタフレーム１３１０は全体として２回回転対称性を有するので、フィル
タフレーム１３１０の湾曲端部のどれが上部に（すなわち、２つの対向する配向のいずれ
に）位置するかに関係なく、フィルタフレーム１３１０をファン組立体１０００上に取り
付けることができる。さらに、ファン組立体１０００上に取り付けられた２つのフィルタ
フレーム１３１０ａ、１３１０ｂは同一であり、従って、交換可能である。
【００５７】
　フィルタ組立体１３００ａ、１３００ｂを主本体セクション１１１０上に保持するため
に、ファン組立体１０００は、協働して２つのフィルタ組立体１３００ａ、１３００ｂを
ファン本体１１００上に解放可能に保持する一対の保持組立体１５００ａ、１５００ｂを
含む。そのために、各保持組立体１５００は、フィルタフレーム１３１０がファン組立体
１０００上に取り付けられたとき、フィルタフレーム１３１０上に設けられた係合部材１
３７１の１又は２以上と係合するように構成される。次に、各保持組立体１５００は、ユ
ーザにより作動されたとき、保持組立体１５００がフィルタ組立体１３００を解放させる
ように構成される解放機構１５６０をさらに含む。
【００５８】
　示される実施形態において、ファン組立体１０００は、それぞれが主本体セクション１
１１０の外面に装着され／取り付けられ、主本体セクション１１１０の外面に沿って長手
方向に延びる２つの保持組立体１５００ａ、１５００ｂを含み、保持組立体１５００ａ、
１５００ｂは、互いに正反対である。言い換えれば、２つの保持組立体１５００ａ、１５
００ｂは、主本体セクション１１１０上に互いに反対側に配置され、第１の保持組立体１
５００ａの長手方向軸の長手方向軸及び第２の保持組立体１５００ｂの長手方向軸を通る
面は、主本体セクション１１１０を二分する。従って、保持組立体１５００ａ、１５００
ｂは、１８０°隔てられる。従って、主本体セクション１１１０の外面は、２つの別個の
保持組立体１５００ａ、１５００ｂにより２つの別個の半体に分けられる。従って、第１
の空気入口１１３０ａ及び第２の空気入口１１３０ｂは、保持組立体１５００ａ、１５０
０ｂの位置を除いて、ファン本体１１００の周囲の周りに延び、それぞれ第１の保持組立
体１５００ａと第２のフィルタ組立体１５００ｂとの間の領域の全体を覆う。
【００５９】
　第１の保持組立体１５００ａは、第１のフィルタフレーム１３１０ａの第１の真っ直ぐ
な縁部に隣接した第１のフィルタフレーム１３１０ａに解放可能に係合するように構成さ
れ、第２の保持組立体１５００ｂは、第１のフィルタフレーム１３１０ａの対向する第２
の真っ直ぐな縁部に隣接した第１のフィルタフレーム１３１０ａに解放可能に係合するよ
うに構成される。保持組立体が消費する表面積を最小にするために、第１の保持組立体１
５００ａは、第２のフィルタフレーム１３１０ｂの第１の真っ直ぐな縁部に隣接した第２
のフィルタフレーム１３１０ｂに解放可能に係合するように構成され、第２の保持組立体
１５００ｂもまた、第２のフィルタフレーム１３１０ｂの対向する第２の真っ直ぐな縁部
に隣接した第２のフィルタフレーム１３１０ｂに解放可能に係合するように構成される。
従って、２つの保持組立体１５００ａ、１５００ｂは、各々が２つのフィルタフレーム１
３１０ａ、１３１０ｂの反対縁部に係合することにより、協働して第１のフィルタフレー
ム１３１０ａ及び第２のフィルタフレーム１３１０ｂの両方を主本体セクション１１１０
上に保持する。従って、第１の保持組立体１５００ａ及び第２の保持組立体１５００ｂの
各々の解放機構１５６０は、ユーザにより作動されたとき、それぞれの保持組立体１５０
０が、２つのフィルタフレーム１３１０ａ、１３１０ｂを同時に解放するように配置され
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る。
【００６０】
　図７ａは、保持組立体１５００の正面展開図を示し、図７ｂは、保持組立体１５００の
後面展開図を示す。図７ａ及び図６ｂに示される実施形態において、保持組立体１５００
の各々は、互いに接続された、第１のハウジングセクション１５１１及び第２のハウジン
グセクション１５１２から形成されたハウジング１５１０を含む。第１のハウジングセク
ション１５１１には、該第１のハウジングセクション１５１１の対向する長手方向側の各
々内に１つあり、各々がハウジング１５１０の両端部の方向に配置される２つのキャッチ
開口部１５１３、１５１４が設けられる。第１の開口部１５１３とハウジング１５００の
第１の端部との間の距離は、第２の開口部１５１４とハウジング１５００の第２の端部と
の間の距離と等しい。
【００６１】
　保持組立体１５００はそれぞれ、ハウジング１５１０内に取り付けられ、それぞれキャ
ッチ開口部１５１３、１５１４の対応するものと位置合わせされた２つの双安定キャッチ
１５２０をさらに含む。従って、２つの双安定キャッチ１５２０ａ、１５２０ｂは、ハウ
ジング１５１０内で上下に配置され、これらは、保持組立体１５００のハウジング１５１
０の長手方向軸に沿った（すなわち、ハウジング１５１０の両端部に向かう）異なる位置
にあり、反対の方向に向いている。図４に示されるように、次に、保持組立体１５００の
各々のハウジング１５１０は、主本体セクション１１１０の外面に沿って長手方向に取り
付けられる。従って、上部双安定キャッチ１５２０ａは、２つのフィルタ組立体１３００
ａの第１のものの第１の縁部上に設けられた第１の係合部材１３７１ａと係合し、一方、
下部双安定キャッチ１５２０ｂは、２つのフィルタ組立体１３００ｂの第２のものの第１
の縁部上に設けられた第１の係合部材１３７１ａと係合することができる。
【００６２】
　保持組立体１５００の２つの双安定キャッチ１５２０ａ、１５２０ｂは、フィルタフレ
ーム１３１０上に設けられた係合部材１３７１に係合部材するように、第１の安定状態で
配置され、それにより、フィルタ組立体１３００がファン本体１１００上に保持される。
各双安定キャッチ１５２０ａ、１５２０ｂはまた、フィルタフレーム１３１０上に設けら
れた係合部材１３７１を分離するように、第２の安定状態でも配置され、それにより、フ
ィルタ組立体１３００が主本体セクション１１１０から解放される。
【００６３】
　図７ｃは、双安定キャッチ１５２０ａ、１５２０ｂの拡大図と共に、図７ａ及び図７ｂ
の保持組立体１５００の斜視図を示す。示される実施形態において、各双安定キャッチ１
５２０ａ、１５２０ｂは、対応するキャッチ開口部１５１３、１５１４に隣接した保持組
立体１５００のハウジング１５１０内に回転可能に取り付けられたキャッチ本体１５４０
と、キャッチ本体１５４０とハウジング１５１０との間に接続されたねじりばねの形態の
弾性部材１５５０とを含み、ねじりばね１５５０は、第１の安定状態と第２の安定状態と
の間でキャッチ本体１５４０を切り換えるオーバーセンタ作用（ｏｖｅｒ－ｃｅｎｔｒｅ
　ａｃｔｉｏｎ）をもたらすように配置される。
【００６４】
　キャッチ本体１５４０は、フィルタフレーム１３１０上に設けられた係合部材１３７１
が対応する開口部１５１３、１５１４を通して保持組立体１５００のハウジング１５１０
内に挿入されると、第２の安定状態から第１の安定状態へのキャッチ本体１５４０の回転
を生じさせるように配置された第１のカム面１５４１を含む。キャッチ本体１５４０は、
該キャッチ本体１５４０が第１の安定状態にあるとき、フィルタフレーム１３１０上に設
けられた係合部材１３７１を保持組立体１５００のハウジング１５１０内に保持するよう
に配置された保持面１５４２をさらに含む。次に、キャッチ本体１５４０は、解放機構１
５６０がユーザにより作動されたとき、第１の安定状態から第２の安定状態へのキャッチ
本体１５４０の回転を生じさせるように配置された第２のカム面１５４３をさらに含む。
【００６５】
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　次に、各保持組立体１５００の解放機構１５６０は、ユーザにより作動されたとき、解
放部材１５６２の移動を生じさせるように配置されたボタン１５６１を含み、解放部材１
５６２は、該解放部材１５６２の移動により双安定キャッチ１５２０ａ、１５２０ｂの両
方が第１の安定状態から切り換わるように配置される。そうするために、解放部材１５６
２は、戻り又は圧縮ばねの形態の弾性部材１５６３により、解放部材１５６２が、双安定
キャッチ１５２０ａ、１５２０ｂの両方が第１の安定状態のままであることを可能にする
初期／端部位置に保持されるように配置される。次に、ユーザによる解放部材１６５２の
移動は、戻り又は圧縮ばね１５６３がもたらす抵抗に対抗するものであり、ユーザにより
解放部材１５６２に印加される力が除去されると、解放部材１５６２は、戻り又は圧縮ば
ね１５６３により初期／端部位置に戻る。
【００６６】
　図７ａ、図７ｂ及び図７ｃに示されるように、ボタン１５６１が解放部材１５６２上に
設けられ、ボタン１５６１が、第１のハウジングセクション１５１１内に形成されたボタ
ン開口部１５１５と位置合わせされ、これを通って突出するように、解放部材１５６２が
ハウジング１５１０内に配置され、その結果、ボタン１５６１は、ユーザにアクセス可能
になる。次に、解放部材１５６２は、ボタン１５６１がユーザにより押されたとき、保持
組立体１５００のハウジング１５１０内に摺動するように配置される。そのために、ボタ
ン１５６１は、ユーザが、ハウジング１５１０の長手方向軸と平行な方向にボタンを押し
たときに、ボタン１５６１がボタン開口部１５１５内で長手方向に移動するように配置さ
れる。解放部材１５６２上に設けられるので、ボタン１５６１の長手方向の移動は、圧縮
ばね１５６３がもたらす抵抗に対抗するハウジング１５１０内の解放部材１５６２の対応
する長手方向の移動を生じさせ、圧縮ばね１５６３が、解放部材１５６２とハウジング１
５１０との間に接続される。
【００６７】
　次に、解放部材１５６２には、解放部材１５６２がその初期／端部位置から離れるよう
に摺動するとき、各キャッチ本体１５４０の第２のカム面１５４３に押し当たるように配
置される２つの突出部／タブ１５６４、１５６５が設けられ、それにより、第１の安定状
態から第２の安定状態へのキャッチ本体１５４０の回転が生じる。解放部材１５６２上に
設けられた突出部／タブ１５６４、１５６５は、保持組立体１５００の上部双安定キャッ
チ１５２０ａ及び下部双安定キャッチ１５２０ｂの両方が同時に第１の安定状態から切り
換わるように配置される。従って、圧縮ばね１５６３によりもたらされる抵抗に対抗する
ハウジング１５１０内の解放部材１５６２の長手方向の移動によって、保持組立体１５０
０により保持される２つの係合部材１３７１の解放がもたらされる。
【００６８】
　２つの保持組立体１５００ａ、１５００ｂが協働して、第１のフィルタフレーム１３１
０ａ及び第２のフィルタフレーム１３１０ｂの両方を主本体セクション１１１０上に保持
するので、主本体セクション１１１０から第１のフィルタフレーム１３１０ａ及び第２の
フィルタフレーム１３１０ｂを完全に解放するのに、保持組立体１５００ａ、１５００ｂ
両方の解放機構１５６０ａ、１５６０ｂの作動が必要である。これを連続的に実行する間
、保持組立体１５００ａ、１５００ｂの１つの解放機構１５６０が他方より前に作動され
、各解放機構１５６０ａ、１５６０ｂの解放ボタン１５６１は、単一の指を用いて作動さ
せることができ、ユーザは、各解放機構１５６０ａ、１５６０ｂに対して片手を用いて、
両方の解放機構を同時に作動させることができる。
【００６９】
　保持組立体１５００の機能をさらに示すために、図８は、フィルタフレーム１３１０上
に設けられた係合部材１３７１が保持組立体１５００の下部双安定キャッチ１５２０ｂに
係合する、保持組立体１５００の１つの切り欠き図を示す。図８に見られるように、保持
組立体１５００の上部双安定キャッチ１５２０ａは、上部双安定キャッチ１５２０ａの第
１のカム面１５４１がハウジング１５１０の上部キャッチ開口部１５１３に面する、第２
の安定状態にある。従って、上部キャッチ開口部１５１３を通してハウジング１５１０内
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に係合部材１３７１を挿入することにより、第２の安定状態から第１の安定状態へのキャ
ッチ本体１５４０の回転が生じる。従って、上部双安定キャッチ１５２０ａは、開いてい
ると考えることができる。
【００７０】
　対照的に、保持組立体１５００の下部双安定キャッチ１５２０ｂは、第１の安定状態に
あり、下部双安定キャッチ１５２０ｂの保持面１５４２が、ハウジング１５１０の下部キ
ャッチ開口部１５１４を通して挿入された係合部材１３７１の突出するフックの１つと係
合する。従って、下部双安定キャッチ１５２０ｂは、閉じていると考えることができる。
さらに、第１の安定状態において、下部双安定キャッチ１５２０ｂの第２のカム面１５４
３は、解放部材１５６２から突出する下部タブ１５６５に面する。圧縮ばね１５６３によ
りもたらされる抵抗に対抗する解放部材１５６２の摺動運動により、下部タブ１５６５が
、キャッチ本体１５４０の第２のカム面１５４３に押し当たり、それが、第１の安定状態
から第２の安定状態へのキャッチ本体１５４０の回転を生じさせ、それにより、現在キャ
ッチ本体１５４０に係合している係合部材１３７１が解放される。さらに、同じく第１の
安定状態から第２の安定状態へのキャッチ本体１５４０の回転により、第１のカム面１５
４１が係合部材１３７１に押し当たり、これを隣接する開口部１５１４を通してハウジン
グ１５００から追い出す。
【００７１】
　従って、本明細書で説明されるファン組立体には、ユーザにより容易に除去できるフィ
ルタ組立体が提供されるので、ノズルを取り外す必要なく及びツールに対する必要性なし
に、必要に応じてフィルタ媒体を交換することができる。さらに、本明細書で説明される
ファン組立体は、該ファン組立体の本体の一部のみを個々に覆うだけなので、それらを除
去するのがより容易であり、フィルタ組立体を保持及び解放するための機構を最適化して
、ファン本体の最小の部分のみを覆い、それにより、空気入口及び対応するフィルタ媒体
に利用可能な面積が最大になる。さらに、フィルタ組立体を保持及び解放するための機構
は、フィルタ組立体がファン本体上に取り付けられると、該フィルタ組立体を自動的に保
持する一方で、ユーザが、単一の指を用いて解放ボタンを作動させることにより、多数の
フィルタ組立体を同時に解放することを可能にする。さらに、同一のフィルタ組立体及び
フィルタ組立体を保持及び解放するための機構は、全て２回回転対称性を有するので、フ
ィルタ組立体を２つの対向する配向のいずれかでファン本体上に保持することができ、ユ
ーザによるそこでの除去及び交換をさらに簡単化することができる。
【００７２】
　上述される個々の項目は、それ自体で、又は図示される若しくは説明に記載される他の
項目と組み合わせて使用することができること、及び、互いに同じ節内及び互いに同じ図
面内に示される項目を互いに組み合わせて使用する必要はないことが理解されるであろう
。さらに、「手段」という表現は、必要に応じて、アクチュエータ又はシステム又は装置
に置き換えることができる。さらに、「含む」又は「から成る」へのいかなる言及も、何
であれ、決して限定を意図するものではなく、読み手は、それに応じて本説明及び特許請
求の範囲を解釈すべきである。
【００７３】
　さらに、上述したような好ましい実施形態に関して本発明を説明したが、これらの実施
形態は一例に過ぎないことを理解すべきである。当業者であれば、添付の特許請求の範囲
内に入るものと考えられる本開示に照らして、修正及び代替物を作成することができるで
あろう。例えば、当業者であれば、上述した発明は、自立型ファン組立体だけではなく、
他のタイプの環境制御ファン組立体にも等しく適用できることを理解するであろう。例と
して、そのようなファン組立体は、自立型ファン組立体、天井若しくは壁取り付け型ファ
ン組立体、及び車載ファン組立体のいずれかにすることができる。
【００７４】
　さらに別の例として、上述した実施形態は全て、円柱形ファン本体を有するファン組立
体に関するものであるが、上述した種々の特徴を、ファン本体が円筒形以外の形状を有す
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る実施形態にも等しく適用可能である。例えば、ファン本体は、楕円柱、立方体、又は他
のいずれかの角柱の形状を有することができる。
【００７５】
　さらに、上述した実施形態のフィルタ組立体は、その各々がフィルタフレームの対向す
る真っ直ぐな縁部上に設けられた単一の対の係合部材のみを含むが、当業者であれば、よ
り大きいフィルタ組立体は、複数の対の係合部材を必要とすることがあり、各対の係合部
材は、フィルタフレームの対向する真っ直ぐな縁部上にある。従って、そのような大きい
フィルタ組立体は、好ましくはフィルタフレームの２回回転対称性を維持しながら、フィ
ルタフレームの対向する真っ直ぐな縁部の各々に沿って分布される複数の係合部材を含む
ことができる。
【００７６】
　この場合、ファン組立体は、協働して両方の組立体をファン本体上に保持する単一の対
の保持組立体のみを有するが、特に大きいフィルタ組立体は、２つの別個の対の保持組立
体を必要とすることがあり、第１の対は、２つのフィルタ組立体の第１のものをファン本
体上に解放可能に保持し、第２の対は、２つのフィルタ組立体の第２のものをファン本体
上に解放可能に保持する。

【図１ａ】 【図１ｂ】
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【図４】 【図５ａ】
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【図５ｂ】 【図６】

【図７ａ】 【図７ｂ】
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【図７ｃ】 【図８】
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